






<要約〉

我々は、病的新生児を含めて濾紙血で新生児の活性セルロプラスミン(Cp)値を検討した。

検査は同意を得て行った。市中産婦人科病院新生児室の成熟児の Cp 値に比して Wilson 病

患者の Cp 値は明らかに低値であった。cut-off 値を 10.0mg/dl としたところ 6 例が該当

し 5例は 2～6ヵ月後に再検できたがいずれも成人正常範囲に入っていた。生後 48 時間以

内の関連施設 NICU 入院患者では在胎週数と Cp 値は p=0.05 で正の相関を認めたが、出生

体重との相関はみられなかった。これらのうち明らかな感染や頭蓋内出血をおこしたもの

では濾紙血 Cp 値は上昇していた。また、acute phase reactant のうち CRP、α1-acid

glycoprotein、Haptoglobin と Cp とは正の相関を認めた。


